
令和５年度 製品安全対策優良企業表彰（PSアワード）
大企業 製造事業者・輸入事業者部門 「経済産業大臣賞」 受賞
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リンナイは

1920年に創業し今年で103年になります。

主にガス機器・システムの設計・製造・販売を行っております。

ガス機器・システムの製造・販売を通じて、お客様の

“便利で快適・健康な暮らし”

を実現するため、製品安全対策に取り組んできました。

製品安全の道程
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開発・設計のメンバーは、自分たちの安全設計に対する取り組みを高く
評価されたことはめったにない事なので、大変良い機会を得られたことに
喜んでおります。

製造現場のメンバーは、高く掲げた安全性・保証レベルを構築する自分
たちの仕組みづくりに評価をいただき活気に満ちております。

地道な努力を評価して頂き、社員一同大変喜んでおり、この喜びを、さらな
る製品安全対策文化の高みへと、社員一丸となって奮起しております。

製品安全に関する取り組みに、体系という新たな骨格が出来ました。

絶えず前向きに改善を進める事が、いかに大切であるかを改めて学ぶ
ことが出来、製品安全に関する活動に、新たな道しるべが出来ました。

©Rinnai Corporation

受賞に際して
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３つのポイント

今回評価いただいたのは「設計」「製造」「製品安全文化づくり」に関する以下のものです。

１つ目は、異業種の製品における事故や再発防止策を踏まえた製品安全の向上

NITE のSAFE-Lite などを通じて、ガス機器に限らず、家電をはじめとした異なる業界の様々な製品も
含めた、自社製品に関連しうる製品事故の事例および再発防止の取組を幅広く収集する仕組みを設
けるとともに、これを反映したRinnai Original の自社基準を策定することで、業界水準を超えた製品安
全を実現している。

２つ目は、重要保安部品の指定と生産工程での管理徹底

製造工程におけるヒューマンエラーなどが火災、爆発、感電といった重大な危害に結びつきうる部品
を「重要保安部品」と位置づけ、その製造に関わる工程を「重要工程」に指定し、設計／部材／人／
設備・治工具／方法／異常処理等の面で、海外を含めたどの事業所、どの国で生産をしても安全
性・保証レベルが同じとなる仕組みを設けている。

３つ目は、工業会を通じた製品安全の積極的な啓発

製品の特性上、設置方法の誤りや経年劣化製品の使用が特に重大な事故につながりやすいことを
踏まえ、屋外設置給湯機の囲い込み禁止再啓発による一酸化炭素中毒事故防止や、ガス瞬間湯沸
器の有資格者設置再周知によるガス接続漏れ対策、経年劣化製品の早期修理と買換え促進などを、
業界団体によるポスターやチラシを通じて施工業者や消費者に周知するよう努めている。
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・会社概要

・基本姿勢

・製品安全を実現するしくみ

・製品安全のご評価頂いた取組み内容

①異業種の製品における事故や再発防止策を
 踏まえた製品安全の向上

②重要保安部品の指定と生産工程での管理徹底
③工業会を通じた製品安全の積極的な啓発

目次(主な項目)

©Rinnai Corporation

P  6

P  7

P 8

P  9

P 14
P 18
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会社概要

©Rinnai Corporation

商号 リンナイ株式会社

創業
（設立）

１９２０年〔大正９年〕
（１９５０年９月２日）

資本金 ６４億８４百万円

連結
売上高

４,２５２億円
（２０２３年３月期）

従業員数
(社員･パート)

単体 ３,５８７名
連結 １１,１５０名

グループ
関係会社

国内 関連会社 １２社

海外 関連会社 ３４社

計４６社

【本社】 【技術センター（国内）】 【国内生産工場】
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●ガス機器の安全の基本 ← まずは、これから（これらが実現して、はじめて安全が実現）

■機器本体の安全・・・安全を実現する 設計 、特に、“フェイル設計”、冗長性の付加設計思想を確実に具現化

  する 製造 （高い製造品質、造りやすい・間違いの起こりにくい機器設計(設計へのFB)）

■設置施工の安全・・・設置施工者への正しい 設置施工 方法を確実に伝える仕組み(仕掛け)

             （設置施工も、重要な商品 → 工事説明書、設置施工教育、資格制度も大切な商品の一部）

■お客様の正しい使い方・・・お客様に 安全で正しい使い方 を確実に伝える

              （使い方の周知も、重要な商品→ 取扱い説明書、安全周知・啓発、セルフチェック）

●以上に加えた間接的な活動

・お客様との有効な接点作り（直接、間接）＝ 「お客様との距離を近づける」

              お客様センター（相談窓口、メンテ対応、あんしん点検）

・市場監視・・・「（現実の）市場を知る」

（アンテナ機能 ＝ 現実の市場で何が起きているかを常につかむ＆スピード感）

（幅広いアンテナ機能 EX. 販売機器のクレーム・故障情報・データベース化、

           他業界の情報、世の中全般の流れ）

「異常事態発生時の体制」を常に怠らない（何か発生した場合、迅速な対応を取る体制構築）

・世の中の多くのプレーヤーとの密な連携

           行政（METI製品安全課、NITE他）、業界団体（日本ガス石油機器工業会） → 安全文化作り

●上記を実践するグループ文化の醸成

上記を実践するのは、社員（＆協力企業）一人一人

それを実現するグループ文化の醸成、（各部署に応じた）社員教育、協力企業との連携・信頼関係構築

－ 基本姿勢 －
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・ リンナイは「製品安全対策体系図」を基とし、製品安全対策に取り組んでいます。

製品安全対策体系図（製品安全を実現するしくみ）

©Rinnai Corporation

修理情報のフィードバックBACK

フィードバックによる安全対策方法の周知 SOON

施工

お客様販売開発企画 製造

修理

行政・工業会と連携した
製品安全文化への取組

販売事業者との連携
したリコール対応

行政・
工業会

・安全な使い方の
  説明
・経年劣化製品の
 点検・取替提案

・修理情報
・クレーム
情報

サービス技術情
報による 的確な
修理対応の徹底

取引先の管
理体制周知
と評価･表彰
制度

・重要保安部品の
  指定と 生産工程
での管理徹底

・サイレント
  チェンジの撲滅

耐久試験の加速
化による経年劣
化対策の的確化

修理情報の
一元管理
・修理情報の
 プッシュ通知
・べからず集
・ノウハウ集

ＷＥＢ・印
刷物による
注意喚起

製造人材育
成･技術継承

ゲート ゲートゲート

安全を実現する指針
・異業種製品も含む
リサーチによる製品安全
・業界基準以上の
製品安全

・自然災害に対する
製品安全

・より安全性の高い製品
の創造

・誤使用、不注意事故の
安全対策



〈事故事例〉
2015年6月東京都青梅市にて、ドアが閉じたドラム式洗濯乾燥機の
中で７歳の男児が死亡、2018年1月大阪府堺市にて５歳の男児が
死亡、内部には取っ手などはなく、ドアは内部から開かない仕組み
で、密閉された空間での事故が発生

9 ©Rinnai Corporation

〈安全対策〉
前面ドアが内側から開けられる
構造を採用（2023年7月発売）

【ガス衣類乾燥機の子供閉じ込められ事故対策】

・2018年5月25日に電気用品安全法が改正になり 『ドラム式電気洗濯機の全面ドアが内側から
開けられる構造』 であることが義務化。
⇒ ガス衣類乾燥機は対象外ではあるが、製品安全の観点から業界を超えて積極的に導入

ガス衣類乾燥機

現行品

新製品

フック仕様：
内側から

扉が開かない

【扉：閉時】 【扉：開閉時】

↖洗濯機

ガ
ス
衣
類
乾
燥
機↓

←キャッチ

←バネ

開閉

← キャッチ

扉のツメ

←バネ

←キャッチ

・扉のツメ角穴
部をキャッチ

で保持
（バネにより
キャッチが

上下に駆動）

異業種の製品における事故や再発防止策を踏まえた製品安全の向上

業界初

2023年7月発売
RDT-63/93シリーズ

評価ポイント 例



〈事故事例〉
はんだ不良による
発熱・発火事故

10 ©Rinnai Corporation

【nite SAFE-Lite事故情報リサーチによる電子部品のはんだ評価基準の見直し】
・製品開発段階にて、類似の他社製品事故情報を把握し、注意ポイントをチェックシートに落とし込み、

評価基準の見直しにより、製品安全を確保

パワーエレクトロニクス製品

・ 参考資料
「はんだが関
係する事故
の原因究明
に向けた取り
組み」

過去の事故事例で未然防止

他
社
製
品
事
故
情
報

＜事故原因区分＞

＊設計不良

＊製造不良

＊施工不良 等…、

注意すべき
ポイントを抽出

＜設計検証＞

＊基本設計

＊べからず意地悪

等…、各種

チェックシート
への落とし込み

〈安全対策〉
nite SAFE-Liteの事例及び参考資料「はんだが関係する事故の原因究明に向けた
取り組み」からパワーエレクトロニクス製品の はんだ冷熱試験の社内評価基準見直し

社内評価基準の見直し

異業種製品も含むリサーチによる製品安全 評価ポイント 例



〈事故事例〉
地震による料理中の火災事故

11 ©Rinnai Corporation

対策効果

計測震度による判定で、数値的な評価が可能
⇒鍋振りやグリル開閉等の特定の振動との区別可能

加速度から計測震度を算出するアルゴリズムをマイコンに実装
計測震度値より地震を判断

気象庁観測データ アルゴリズムによる計測震度

計測震度

加速度センサ マイコン

【ガスこんろ感震センサによる地震時の火災予防】

〈安全対策〉
地震以外の振動の誤検知対策した
感震センサを搭載（2004年発売品より）

オフ
地震の時は
ピタッと消火

ビルトインコンロ

《地震発生時の安全と、日々の使い勝手を両立させるため各種テストを実施》

・誤検知対策した感震センサをガスこんろに搭載し、地震時の火災を予防
（震度4以上の揺れに対応）

自然災害に対する製品安全



人感センサで入浴時間を学習し、浴室の温度が低い場合、自動で浴室を予備暖房（2021年10月発売）

〈事故事例〉

入浴中のヒートショック、急死事故が社会的に問題

寒い1月に入浴中
に心肺停止した人
は8月の10倍以上

入浴前 入浴中 退室

12 ©Rinnai Corporation

人感センサによる予備暖房

心筋梗塞や脳卒中など入浴
中の急死につながる大きな
病気を引き起こす原因の1つ
が血圧の急激な変化

人感センサで入浴時間を学習
⇒寒い時は浴室を自動で暖房

浴室内の温度を調整
入室検知で風向きや風量を
自動制御

退室したら一定時間で
運転停止

【人感センサによる入浴中のヒートショック事故予防】

〈安全対策〉
人感センサを搭載して
浴室を自動暖房し、
入浴中のヒートショック
を未然防止

・浴室暖房乾燥機に人感センサ、温度センサを搭載して浴室を自動暖房し、入浴中の
ヒートショックを未然に防止 （ 安全な暮らしの提供 社会問題の製品安全対策 ）

より安全性の高い製品の創造

Rinnai original



〈事故事例〉
長寿国日本において、2025年には国民の3人に1人が
65歳以上、 5人に1人が75歳以上単身高齢者の暮ら
しは、認知症の進行、孤独死といった社会問題となっ
ている ⇒ 離れて暮らす高齢者家族を孤立させない
ことが今後とても大切

13 ©Rinnai Corporation

人感センサによる入浴動作検知

浴室暖房機の人感センサと給湯器の入浴
検知機能を組合せ、入浴中の本人や同居
者に注意を促す（2022年10月発売）

見守り履歴

遠く離れた大切な人の操作を履歴として見ること
ができ、いつも通りの操作を行っていない場合は
プッシュ通知でお知らせする（2022年10月発売）

一定時間動きが検
知されませんでした。

体を動かして
合図してください。

入浴者の動きを検
知できませんでした。
確認してください。

スマホアプリ

一人暮らしの増加
が男女ともに顕著

※引用元：内閣府ホームページ

〈安全対策〉
入浴中の状態を自宅でも外出先
でも安心して見守ることが可能
遠く離れた大切な人の毎日の
操作履歴をお知らせ

【入浴中の動作検知による注意通知（遠隔家族の監視機能）】
・入浴中の動作検知によるリモコンでの注意通知 （浴室リモコン：本人へ 台所リモコン：ご家族へ）
・操作履歴のプッシュ通知による見守り （遠隔家族の監視機能）

より安全性の高い製品の創造

業界初Rinnai original
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重要工程の指定
・ガス通路締結工程・ガス漏れ検査・燃焼状態
検査・燃焼部品組付工程・ハーネス組付工程

【重要保安部品の指定と生産工程での管理徹底】
・製品の不都合により火災・爆発・感電などでお客様の人命、安全面に大きな衝撃を与えるような

重大事故に結びつくと予想される部品を『重要保安部品』と位置付け、ガス通路（燃焼部を含む）、
水通路及び電気回路等で各部品を指定

・製造では『重要工程』を指定、設計／部材／人／設備・治工具／方法／異常処理等の面で
海外を含めた全事業所で、どこの事業所、どこの国で生産をしても安全性・保証レベルが同じに
なる取り組みのレベル アップ改善を国内は2023年1月から開始、海外は2023年4月から開始活動中

ガス漏れ検査の標準化
・作業指導書改訂・検査員の再教育
・マニュアル追加

重要工程の標準シート（造り込み表）の整備 チェックシートによる各ラインの作業レベルの確認

国内の各事業所への展開 国内から海外工場への展開

生産工程での管理徹底 評価ポイント 例
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〈事故事例〉
海外から調達している部品（ヒューズホルダ）の中に、
部品受入時点でケースの割れが発見

原因：ケース材料が申請無しに変更されていた
 ［正：PP（ポリプロピレン）→誤：PE（ポリエチレン）］

（耐熱強度が低い材料に変更されたため）

・樹脂 各材料の溶融温度一覧で確認
材料 検査方法

主要
部品

樹脂
熱板による加熱で
溶融温度判別

安全
装置

【サイレントチェンジの撲滅】 
・簡易的に判別できる検査方法を確立し、サイレントチェンジの撲滅を推進

〈安全対策〉
受入時点で部品材料のサンプルで
破壊検査を行い、材料判別検査を実施

※樹脂材料のみならず、金属を含む
主要機能部品の材質分析を水平展開

生産工程での管理徹底



16

教育 （座学＋実践）

重要工程教育 ➡ガス通路締結工程
教育後の効果確認
テスト合格者に認定
資格発行

教育内容の遵守
状況を日々監視

テスト・認定 ライン配属 工程監査

【製造人材育成・技術継承】
・作業者・スタッフ全員が教育・認定施設『考働館』で製品安全を守るためのルール、製造技術

を習得して技術を継承。
・認定制度に合格した作業員のみを生産ラインに配属して製品安全を確保。

生産工程での管理徹底

©Rinnai Corporation
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【取引先管理体制の周知】
・全取引先に対し、品質保証マニュアルを配布

変化変更点の報告（変更3か月前に報告）等、
管理体制を周知してマニュアルの遵守状況
セルフチェックシートにて主要取引先巡回評価
でレベルアップ改善を継続的に実施

・主要取引先（約200社）に対し、方針説明会
を1回/年開催

【主要取引先の管理体制の周知徹底、評価・表彰制度の実施】
・全取引先に品質保証マニュアルの配布、方針説明会の開催などにて、取引先に管理体制を
周知徹底し、レベルアップ改善を実施

・主要取引先の管理体制の評価・表彰制度実施

【管理体制の評価・表彰制度実施】

・製品安全体制を総合的に評価し、

最も貢献いただいた取引先上位5社を表彰

（巡回時評価項目）

（品質実績と対応力だけでなく、貢献度も評価）

生産工程での管理徹底
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設置,施工による事故対策として、設置上の注意徹底を施工関連団体や販売事業者へ周知
経年劣化製品事故対策として、インターネット売買の注意点をネットモールに掲載

工業会を通じた製品安全の積極的な啓発

<チラシ等> 

行政・工業会と連携した製品安全文化への取組
評価ポイント 例

・ 屋外式給湯器の囲い込み禁止やガス機器の設置には資格者が必要なことの再啓発チラシをつくり、
   行政・工業会を通じて、リフォーム関連団体やホームセンター協会等へ啓発活動を実施
 ・ 設置の注意点、経年劣化した中古品・PSマーク表示義務化以前の古い製品（安全装置のついていない製品）
   等について、インターネット売買での注意点を掲載し、行政・ネットモール事業者と継続連携
 ・ 製品安全従事者向けシンポジウム等にて、関係者へ製品安全活動内容を周知・訴求

©Rinnai Corporation
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Creating a healthier way of living
お客様と社会に対するリンナイの約束

（ リンナイは健全で心地よい暮らし方を創造します ）

更なる安全で安心できる商品や
サービスの提供を進め、より一層の

製品安全文化の醸成に努めてまいります。

©Rinnai Corporation
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